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（万m3）

（t）

（年度）

エネルギー
電気（発電機器を除く） 341PJ※2

（2022年度）
（PJ）

（t）

（年度）

(kℓ)

（年度）

※トラックのみ

エネルギー（国内流通分）
ガソリン
軽油

133kℓ
7,420kℓ
（2022年度）

（年度）

（2022年度）

使用済み製品
2,760ｔ再資源化量

エネルギー 19,718   TJ※2

電力
再生可能エネルギー
都市ガス
A重油

LPG
軽油
バイオ燃料
その他

16,539TJ
0TJ

1,451TJ
22TJ

115TJ
218TJ

0TJ
1,373TJ
（2022年度）

（年度）

（ＴＪ）

資源・原材料※1 450千t

鉄
プラスチック

その他293千ｔ
20千ｔ

137千ｔ

（2022年度）

（年度）

(千t)

21,010 19,718

359
228

4,357

300

22,016
16,442

2,059

11,696

66

341

2,760

（千t）

廃棄物
97千ｔ

（2022年度）
総発生量

（年度）

（千t）

廃棄物
0.54千t
（2022年度）

最終処分量

（年度）

温室効果ガス
3,763万t-CO2

（2022年度）
ＣＯ2（発電機器を除く）

（年度）

（2022年度）

ＣＯ２
ＣＯ２以外
・ＰＦＣ

59.2万ｔ-ＣＯ２
15.3万ｔ-ＣＯ２

8.8万ｔ-ＣＯ２

・ＳＦ6
・ＨＦＣ
・その他

4.5万ｔ-ＣＯ２
1.2万ｔ-ＣＯ２
0.8万ｔ-ＣＯ２

温室効果ガス※3 74.5万t-ＣＯ2

6,804

68 62

877

86.0

2.0

105

6,749

807

69.0

2.2

ＣＯ2以外

ＣＯ2

（年度）

化学物質（大気）
排出量 1,024ｔ

（2022年度）

（年度）

（ｔ）

（年度）

（万m3）

水再使用量および
水再生使用量
水再使用量
水再生使用量

35万m3

27万m3

（2022年度）

62万m3

化学物質※4（水域）
排出量
下水道への移動

17.1ｔ
0.9ｔ

（2022年度）
（t）

（年度）

排出量
下水道への移動

輸送時の温室効果ガス
（国内流通分）
CO2 2.0万ｔ-ＣＯ2

（2022年度）※船舶、航空含む

※製品の想定使用年数分

（年度）

輸送時の大気環境への負荷
SOx
NOx
ばいじん

0.1ｔ
43ｔ

3ｔ
（2022年度）

（年度）

（t）ばいじん
ＮＯｘ
ＳＯｘ

（年度）

（t）

使用済み製品
1,597ｔ再資源化後の廃棄量
（2022年度）

（t）

（年度）

使用済み製品
回収量 4,357ｔ

（2022年度）

代表製品出荷量
228千ｔ
（2022年度）

（年度）

（千t）（千t）

（年度）

（万t-CO2）

（万t-CO2）

（万t-CO2）

大気環境への負荷
ばいじん
SOx
NOx

32ｔ
6ｔ

575ｔ
（2022年度）

（t）ばいじん
SOx
NOx

（年度）

0.42

96

420

95

水環境への負荷
総排水量
COD
浮遊物質

全窒素
その他

98ｔ
11ｔ

1,543万m3
174ｔ
112ｔ

（2022年度）

（年度）

その他
全窒素

浮遊物質
ＣＯＤ

18,919

1,995.9

11,759

75

9,484

593

18,031

1,777

10,171

66

9,050

418

14,579

7,553kℓ

（t）

443

水 2,059万m3

工業用水
地下水 

水道水
その他

1,480万m3

316万m3
261万m3

1.7万m3

（2022年度）

化学物質
取り扱い量 11,696ｔ

（2022年度）

廃棄物
再資源化量 66千ｔ

（2022年度）

環境負荷全容
30,544 33,370 33,617

連結売上高 3兆3617億円

（年度）

（億円）

その他
プラスチック
鉄

7,553

482 450

18.015.3

611

3,985

1,863

15.2

0.45

384

613

               （環境価値証書分21.5万ｔ-CO2）
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※1 投入資材については、東芝グループが独自に開発した産業連関表を利用した物質投入量推定方法（“EMIOT”： Estimation method for Material-inputs using Input-Output Table）を用い
て算出しています。EMIOTは、産業連関表を基に作成した資源量原単位により、総物質投入量を算出する手法です。資源の上流から下流へのフローに限定して産業連関分析を行い、産業部
門別資源量原単位をデータベース化したことに特徴があります。この手法により、資材調達部門が集計している資材分類ごとの調達金額データから、資源別投入質量を算出することができ、
製品直接材料だけでなく、間接材料についても集計することができます。また、従来は複合素材の調達部品やサービス事業にともなう投入資材を資源量として集計することが困難でしたが、
この手法を用いることにより、これらの調達資材についても資源の種類別に投入資源量を把握することができるようになりました。

※2 TJ＝1012J、PJ＝1015J。 J（ジュール）は仕事量、熱量、電力量を表す単位で、1J＝約0.239カロリー。
※3 電力CO2排出係数は、各電力会社より提供された排出係数を用いています。環境価値証書による排出量は含みません。
※4 フッ化水素およびその水溶性塩については、使用しているフッ化水素が使用後の処理によって非水溶性塩になっているため、2009年度より該当物質の水域への排出を「0」としています。
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